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さの比較を示す．C30-00 の中性化深さ 18.4 mm に対し
て，C70-00 および C70-10 では中性化がまったく進行し
なかった．このように HSFRC が塩害や中性化に対する
耐久性能が高い理由として久久高高複能と能香理がる高高理高香高し久し久複久理複が慣が理香ΑΑ久しいる

と性性がす
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であり，特殊な施工機械が不要で現場施工に対応できるよ工にが

なるが工きる，

でる

で，施工るでにき
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大吐出圧力 4.5 MPa に対して十分余裕のある施工であっ
た．さらにこれら圧力計測結果から，本工事の実吐出量
21 m3/h に対する K 値の算出結果を，過去の実験値と比
較してୈ 27 ਤに示す．K 値は 0.012 MPa/m であり事前
確認で実施したポンプ圧送実験で得られた値よりも低く，
スランプ 12 cm の普通コンクリートとほぼ同等の K 値で
あった．この理由として，本工事ではスランプ管理値を
20 cm と流動性をやや大きくしたことで，圧送負荷が小さ
かったものと考えられる．
なお圧送中は輸送管 邳が閉そ圧

閉庶旗ヽ主 菊そ酌経圭環 獅願菊緒主 拶鹿 梓我東そ威∴¢管 �菊 た 東 を邳菊輸∴が送菊∴∴¢ で

で 適揺 初麟 王シのルェ 廼嚢ｃ* 酌灼廠 擾嚢†ン，
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( 4 ) 本工事においの


